
防
犯
・
防
災
活
動
か
ら
見
守
り
支

え
あ
い
ま
で

新
宿
高
層
ビ
ル
が
見
え
る
都
心
新
宿
の
お

膝
元
、
交
通
利
便
性
の
高
い
住
宅
街
の
弥
生

地
域
に
は
、
春
夏
秋
冬
１
年
を
通
じ
て
様
々

な
活
動
を
行
い
、
地
域
の
安
心
・
安
全
な
暮

ら
し
、
近
隣
相
互
扶
助
に
つ
な
げ
て
い
る
町

会
が
今
日
も
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
間
関
係
や
連
帯
意
識
が
希
薄
に

な
り
が
ち
な
都
会

で
す
が
、
身
近
な

ま
ち
か
ど
で
知
恵

と
工
夫
で
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い

る
弥
生
地
区
の
町

会
の
活
動
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

防
犯
・
防
災

交
通
安
全
運
動
、
登
下
校
見
守
り
、
防
犯
・

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な

ど
、
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
に
設

置
し
て
あ
る
街
頭

消
火
器
の
点
検
、

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ

や
防
災
資
機
材
配

備
、
防
災
訓
練
、

初
期
消
火
機

操
法
大
会
・

総
合
防
災
訓

練
の
参
加
等
、

日
頃
か
ら
災
害
に
備

え
た
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

環
境
・
美
化

ご
み
を
減
ら
し
、
資
源
を
大
切
に
す
る
た

め
、
資
源
回
収
や
ゴ
ミ
集
積
場
の
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
等
の

古
紙
、
古
着
・
古
布
の
集
団
回
収
は
町
会
が

集
積
場
所
を
決
め
て
集
団
回
収
し
て
い
ま
す
。

原
則
と
し
て
オ
レ
ン
ジ
色
の
旗
や
幕
が
集
団

回
収
集
積
所
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

広
報警

察
署
、
消
防
署
等
の
官
公
庁
の
お
知
ら

せ
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
チ
ラ
シ
の
回
覧
板
を

活
用
し
た
回
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
季
節
ご
と
の
町
会
行
事
、
催
物
・

イ
ベ
ン
ト
の
情
報
提
供
も
掲
示
板
、
回
覧
板

で
行
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成

し
地
域
情
報
を
提
供
し
て
い
る
町
会
も
あ
り

ま
す
。

お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
、
育
成
活
動

餅
つ
き
大
会
、
新
入
学
児
童
お
祝
い
、
花

見
会
、
町
会
潮
干
狩
り
、
日
帰
り
バ
ス
旅
行
、

花
火
大
会
、
ス
イ
カ
割
り
大
会
、
盆
踊
り
大

会
、
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
、
氷
川
神
社
祭
礼

等
の
行
事
が
町

会
ご
と
に
個
性

豊
か
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
会
や

老
人
ク
ラ
ブ
、

女
性
部
で
活
動

を
し
て
い
る
町

会
も
あ
り
ま
す
。

区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営

七
町
会
及
び
関
係
団
体
（
弥
生
地
区
民
生

児
童
委
員
協
議
会
、
保
護
司
会
弥
生
分
区
、

や
よ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
、
弥
生
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
赤
十
字
奉
仕
団
弥

生
分
団
、
青
少
年
育
成
弥

生
地
区
委
員
会
）
で
構
成

す
る
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
で
様
々
な
事

業
や
講
座
を
行
っ
て
い
る

他
、
運
営
ル
ー
ル
等
も
決

め
て
い
ま
す
。
中
野
区
独

自
の
や
り
方
で
す
。

支
え
あ
い
活
動
も

中
野
区
か
ら
「
地
域
支
え
あ
い
活
動
の
推

進
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
等
、
見
守
り
対
象
者
名
簿
を
受
け

て
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
会
の
エ
リ

ア
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
に
向
け
地
域
に

お
け
る
支
え
あ
い
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

日
頃
、
多
く
の
人
達
が
便
利
で
快
適
な
都

会
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
都
会
で
も
、
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
際
に
は
、
近
隣
相
互
扶
助
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
の
が
町
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
町
会
で
す
が
、

町
会
加
入
率
の
低
下
、
役
員
の
高
齢
化
や
役

員
の
担
い
手
不
足
の
課
題
も
あ
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
な
く
し
て
活
動

の
継
続
は
で
き
ま
せ
ん
。

是
非
、
住
ん
で
い
る
地
元
町
会
に
入
会
い

い
た
だ
き
、
活
動
に
も
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。
次
頁
の
各
町
会
エ
リ
ア
の
地
図
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

【
入
会
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

弥
生
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

電
話

０
３
ー
３
３
７
２
ー
０
８
４
５
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こ
こ
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
ま
ち
を

町
会
に
入
会
し
ま
し
ょ
う
！
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弥
生
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

は
、
七
町
会
の
他
、
公
共
団
体
か
ら
推
薦

さ
れ
た
委
員
で
構
成
さ
れ
、
区
民
活
動
セ

ン
タ
ー
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
団
体
の
主
な
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

や
よ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

会
長
宮
嶋
澄
江

平
成
４
年
に
民

生
委
員
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
有
志
が

中
心
と
な
っ
て
開

設
し
、
地
域
に
根

差
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
様
々
行
っ

て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
ミ
ニ

デ
イ
月
１
回

の
「
や
ボ
コ

サ
ロ
ン
」
も

始
め
ま
し
た
。

車
椅
子
講

習
会
５
月
、

七
夕
会
食
会

７
月
、
や
よ

い
地
区
ま
つ

り
福
祉
バ
ザ
ー

出
展
１
０
月
、
講
演
会
１
１
月
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
食
会
１
２
月
、
ひ
な
ま
つ
り
会
食

会
３
月
、
洗
濯
た
た
み
等
福
祉
施
設
応
援
、

相
談
受
付
、
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
（
健
康
体

操
）
、
や
ボ
コ
ベ
ル
倶
楽
部
、
古
切
手
整

理
な
ど
様
々
な
活
動
を
通
し
て
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
楽
し
く
活
動
し
て

い
ま
す
。

弥
生
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

会
長
石
田
恵
美
子

弥
生
地
区
で

は
16
名
の
民
生
・

児
童
委
員
が
高

齢
者
の
こ
と
・

介
護
の
こ
と
・

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
障
が
い
に
関
す
る

悩
み
・
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
不
安
・
子

育
て
や
家
庭
環
境
の
悩
み
な
ど
暮
ら
し
を

支
援
す
る
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
守
秘

義
務
を
守
り
つ
つ
担
当
地
域
を
見
守
っ
て

い
ま
す
。
委
員
の
中
に
は
、
子
ど
も
に
関

す
る
支
援
を
専
門
と
す
る
主
任
児
童
委
員

が
２
名
お
り
ま
す
。
様
々
な
相
談
内
容
に

応
じ
適
切
な
関
係
機
関
へ
橋
渡
し
を
し
ま

す
。詐

欺
被
害
防
止
の
声
掛
け
・
防
災
活
動
・

小
学
生
新
入
学
時
の
下
校
の
付
き
添
い
見

守
り
な
ど
、

地
域
活
動

へ
も
積
極

的
に
参
加

し
常
に
地

域
の
皆
様

に
寄
り
添

い
思
い
や

り
を
も
っ

て
活
動
す

る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

保
護
司
会
弥
生
分
区

分
区
長
大
幸
眞
理
子

保
護
司
会
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人

の
立
ち
直
り
を

地
域
で
支
え
る

民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

現
在
、
弥
生

分
区
で
は
十
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
主
な
仕
事
は
立
ち
直
り
の
支
援
で

す
が
、
毎
年
七
月
に
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
と
い
う
全
国
的
な
活
動
が
あ
り

ま
す
。
弥
生
分
区
で
は
、
青
少
年
育
成
弥

生
地
区
委
員
会
と
協
力
し
て
、
犯
罪
・
非

行
防
止
の
啓
発
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
ネ
ッ
ト
犯
罪
・
薬
物
・
子
ど
も
を

取
り
巻
く
環
境
・
現
状
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

講
師
を
お

招
き
し
て

学
ん
で
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

も
複
雑
化

し
た
社
会
・

犯
罪
か
ら

子
ど
も
を

守
る
活
動

を
し
て
い

き
た
い
と
弥
生
分
区
一
同
考
え
て
お
り
ま

す
。青

少
年
育
成
弥
生
地
区
委
員
会

会
長
高
橋
ち
あ
き

弥
生
地
区
委
員
会
は
、
昭
和
５
６
年
に
子

ど
も
達
の
健
全

育
成
を
目
的
と

し
て
地
域
内
の

子
ど
も
達
に
関

す
る
地
域
や
団

体
ま
た
学
校
、
P
T
A
と
連
携
し
育
成
活

動
の
核
と
な
る
組
織
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。毎

月
、
定
例
会
を
開
催
し
各
部
の
企
画

調
整
と
情
報
交
換
を
行
い
、
野
外
研
修
の

実
施
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
も
協

力
し
て
い
ま
す
。
年
に
１
回
、
地
域
の
小

学
校
長
、
中
学
校
長
か
ら
お
話
し
を
伺
う

「
弥
生
育
成
連
絡
会
」
も
企
画
・
開
催
し

て
い
ま
す
。

育
成
部
で
は
東
京
工
芸
大
と
の
ワ
ー
シ
ョ
ッ

プ
１
０
月
、
地
区
ま
つ
り
の
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
フ
ト
１
０
月
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ

ラ
１
月
、
バ
ス
ハ
イ
ク
３
月
な
ど
、
直
接

子
ど
も
と
係
る
事
業
を
計
画
し
実
行
し
て

い
ま
す
。

環
境
部
は
子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
環
境

の
安
全
の
た
め
の
活
動
、
環
境
標
語
募
集
・

選
定
１
０
月
、
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
、
自

転
車
安
全
教
室
３
月
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

広
報
部
は
地
区

委
員
会
の
活
動

を
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
う

た
め
年
３
回
広

報
誌
「
神
田
川
」

を
発
行
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

弥
生
地
域
の
子

ど
も
達
が
安
全
・
安
心
に
過
ご
し
活
動
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

弥
生
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長

那
須
建
平

弥
生
地
域
老

人
ク
ラ
ブ
連
合

会
は
、
弥
生
地

域
内
老
人
ク
ラ

ブ
の
相
互
交
流

と
親
睦
を
目
的
に
昭
和
五
七
年
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
や
よ
い
地
域
の
シ
ニ
ア
向

け
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
や
よ
い
寄
席
、

新
年
の
集
い
、
日
帰
り
バ
ス
旅
行
な
ど
を

行
い
、
多
く
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
の
校
庭
が
使
え

る
土
曜
日
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
合

同
練
習
会
を
開
き
、
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は

輪
投
げ
の
合
同
練
習
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

男
女
を
問
わ
ず
幅

広
い
方
々
が
楽
し

め
る
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
地

域
老
人
ク
ラ
ブ
メ

ン
バ
ー
で
な
い
方

も
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

赤
十
字
奉
仕
団
弥
生
分
団

分
団
長

加
藤
洋
右

日
赤
弥
生
分

団
は
昭
和
27
年

3
月
に
発
足
を

し
、
奉
仕
の
精

神
を
心
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
災
害

や
事
故
が
起
き
た
場
合
に
対
処
で
き
る
よ

う
三
角
巾
を
使
っ
た
包
帯
法
や
固
定
法
の

練
習
に
取
り
組
み
、
中
野
救
護
フ
ェ
ス
タ

の
開
催
時
に
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い

ま
す
。

そ
の
他
に
も
地
域
の
避
難
所
開

設
訓
練
、
献
血
P
R
、
医
療
や
福
祉
の
施

設
を
見
学
す
る
研
修
会
な
ど
、
年
間
を
通

し
て
行
い
、
今
年
度
11
月
、
中
野
区
総
合

防
災
訓
練
の
際
に
ブ
ー
ス
を
設
置
、
写
真

を
展
示
し
、
ま
た
4
年
ぶ
り
に
日
帰
り
バ

ス
研
修
で
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
見

学
も
行
い
ま
し
た
。

日
赤
活
動
資
金
募
集
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
で
は
各
町

会
の
皆
様
に
ご

協
力
を
い
た
だ

き
、
赤
十
字
の

災
害
救
護
訓
練

や
資
材
の
整
備

な
ど
の
支
援
の

一
翼
を
担
っ
て

い
ま
す
。
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や
よ
い
地
域
で
活
動
し
て
い
る
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